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超新星残骸 (SNR) の衝撃波面は，宇宙線の主要な加速源であると広く考えられている．特に，宇宙線起源のX
線やガンマ線で明るい SNR は，1015.5 eV に迫る粒子加速現場として注目されている．一方，これらの SNR で
加速可能な宇宙線の最高エネルギーはどの程度か，何によって決まっているかはわかっておらず問題だった．我々
はこれまで SNR 周辺環境に着目した研究を行い，星間ガスと SNR 衝撃波の相互作用が，高エネルギー放射や宇
宙線加速に本質的な影響を与えていることを明らかにしてきた (e.g., Fukui et al. 2012; Sano et al. 2013, 2015)．
さらなる研究対象の拡大，普遍性の理解が求められている．

30 Doradus C は，大マゼラン雲 (LMC) にあるスーパーバブルであり，複数の SNR により形成された天体で
ある．TeV ガンマ線とX線で極めて明るく輝くことから，宇宙線加速のメカニズムを探るうえで適している．と
ころが，周辺環境の研究はほとんど行われておらず，衝撃波とガスの相互作用などの検証はなされていない．

今回我々は，Mopra 22-m 電波望遠鏡による 12CO(J=1–0) 輝線観測，および ATCA & Parkes Hi 公開データ
の解析を通して，30 Dor C 方向の星間ガスを精査した．結果として，X線シェルに沿った分子雲を同定，Hi の
膨張構造を発見し，30 Doradus C に付随する星間ガスを特定した．本講演では，これらの結果をもとに，スー
パーバブル 30 Doradus C における星間ガスと高エネルギー放射の関係，ならびに宇宙線加速について論じる．


